












当院は 2009 年から災害拠点病院に指定されており、DMAT
を３チーム保有する DMAT 指定医療機関です。
これまで東日本大震災、熊本地震、令和２年７月豪雨で、超急
性期に DMAT を被災地へ派遣しています。特に熊本地震では、
被災地内災害拠点病院として、多くの DMAT や他の医療チー
ムからの支援を受け入れ、病院を挙げて災害医療に尽力し、県
庁医療救護調整本部へ災害医療コーディネーターの派遣も行
いました。令和２年７月豪雨においては、県南保健医療調整
本部へ統括 DMAT を含むチームを派遣し、当院では初となる
DPAT（災害派遣精神医療チーム）１チームを被災地へ派遣し
ています。
令和６年能登半島地震では国立病院機構医療班として２チーム
を被災地へ派遣しました。

「24 時間 365 日断らない救命救急医療を目指す」ことを救命救急セ
ンターの基本理念に掲げ、全職員を挙げて救命救急医療に取り組んで
おります。
年間約 1 万 3000 人の救急患者さまが受診されますが、半分にあた
る約 6000 人は救急車やヘリコプターで来院されます。当院の基本
方針の一つは「断らない救急医療」ですが、これを実践するために、
病院の全ての職員が救急医療を担っております。このような実績を受
け、2008 年に人事院総裁賞を、2012 年に救急医療功労者厚生労
働大臣表彰をいただいております。また 2017 年度には髙橋毅院長
が救急功労者知事表彰・総務大臣表彰をいただきました。
当院はほぼすべての診療科を有しておりますので、幅広く患者さまを
受け入れております。特に精神科病床を有する県内唯一の救命救急セ
ンターですので、精神科における身体合併症や自傷関連の患者さまが
非常に多いのが特色の一つです。
また、熊本県ヘリ救急医療体制を担い、熊本県地域救急医療体制支援病院・熊本県防災消防ヘリ「ひばり」の支
援病院として、フライトドクターが待機しております。
今後とも「救急医療の拠点」として機能していけるよう急性期医療・救急医療に病院全体で取り組んで参ります。

国立病院機構熊本医療センター 救命救急センター

災害拠点病院（地域災害拠点病院）

救命救急センター外来（４階）
洗浄室　初療室２室（４床）　経過観察室（11 床）
手術室　感染症室　Walk in 患者診察室 3 室
Walk in 患者処置・経過観察室

救命救急センター病棟（5 階）
50床　※災害時 100床対応

救命病棟　44 床　　ICU　６床 
＊手術室、高気圧酸素治療室（第一種）が
　隣接 
＊高度医療機器

体温管理装置（体表・血管内）、経皮的心
肺補助装置（ECMO）、大動脈内バルーン
ポンピング（IABP）、持続血液ろ過透析

（CHDF）、血液吸着（DHP）、血漿交換
（PE）、人工すい臓、熱傷ベッドなど 

院内ヘリポート（６階　病院正面玄関上）

病院救急車
重症患者搬送を行うドクターカー、一般救急患者
の搬送を行う患者搬送車、重症患者搬送と災害時
出動を行う大型の災害支援車の３台の病院救急車
を運用しております。
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地域医療連携・医療福祉相談

絆を大切にしています
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地域医療連携センター長
菊川 浩明

（きくかわ ひろあき）

副地域医療連携センター長
冨高 悦司

（とみたか えつし）

地域医療支援病院に承認されております
平成 14 年に４月１日に、地域医療支援病院の施設として
県から承認（全国で42番目、国立病院で初めて）されました。

　・紹介患者に対する医療提供
　・医療機器の共同利用の実施
　・救急医療の提供
　・地域の医療従事者に対する研修の実施

地域医療を担うかかりつけ医を支援する能力を備え、さら
に地域医療の確保を図る病院に相応しい構造設備等を有する病院です。良質で安全な医療の提供を行っていくこ
とで地域に根ざし、地域医療に貢献できる病院を目指してまいります。

１．退院調整・転院調整 
２．医療・介護・福祉の総合相談  
３．開放型病院に関する事
４．広報誌の発行
５．地域医療連携システム　「りんどう医療ネットワーク」

※「くまもとメディカルネットワーク」にも参加しています

６．セカンドオピニオン外来
７．患者さまの紹介

すべての診療において「24 時間 365 日断らない救命救急医療」
をモットーに病院全体で取り組んでいます。その実現・継続に必
要なことは、前方連携・後方連携・相談支援を含む医療連携であり、
その役割の中心を担うのが地域医療連携センターです。

地域医療連携室は地域の医療機関、かかり
つけ医との連携を深め、患者さまが安心し
て治療を受けられる医療・福祉の分野にお
けるサポートを行っています

当院では救急車で搬送される患者さまも少なくはありません。
病気やけがをすると、健康な時になかったような心配事が生じ
ることがあります。その問題について、患者さまやご家族とソー
シャルワーカー・看護師が共に考え解決をお手伝いします。

患者さま一人ひとりが安心して
治療に専念できるように
共に考え解決をお手伝いします
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一人の患者さまに対して、
複数のメディカルスタッフ（医療専門職）が連携して、
治療やケアにあたります

チーム医療
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ＮＳＴ（栄養サポートチーム）
医師、看護師、薬剤師、臨床検査技師、管理栄養士
から構成され、栄養問題のある患者さまを中心に回
診し、問題点をアセスメントして対策をたてていま
す。また、必要に応じて摂食・嚥下対策チーム、褥
瘡対策チーム等と連携して総合的な治療を目指して
います。

褥瘡対策チーム
皮膚科医師、認定看護師、栄養士が中心となり、発
生状況の把握、褥瘡予防、褥瘡治療の検討などを行
います。
リンクナースとともに褥瘡発生予防や褥瘡ケアに取
り組んでいます。

院内感染対策チーム
医師（ICD を含む）、看護師（感染管理認定看護師）、
感染制御認定臨床微生物検査技師、薬剤師、事務職
で構成されています。実動部隊として感染症発生状
況の把握、治療・対策の助言、また教育・啓発を行
うことで、医療関連感染の低減を目指しています。

ＲＳＴ（呼吸ケアサポートチーム）
医師、臨床工学技士、理学療法士、看護師（救急看
護認定看護師、集中ケア認定看護師）で構成され
ています。当院に入院されている人工呼吸器装着患
者さまを対象とし、安全管理面や早期呼吸リハビリ
テーションへの介入を行っています。

緩和ケアチーム
がんと診断された時から、患者さま、ご家族の皆さ
まの身体や心のつらさ、生活上の不安等に対して、
安心して治療や療養を受けられるように支援するた
めのチームです。
チームメンバーは、腫瘍内科、放射線科、歯科、看護部、
薬剤部、栄養科、リハビリテーション科、公認心理師、
医療相談室で構成されています。

摂食嚥下チーム
病棟での活動が中心です。「口腔ケアを充実させ、
安全に経口摂取を行うこと」を目的として、口腔内
を含む摂食嚥下機能の評価を行っています。
メンバーは歯科医師、看護師（摂食・嚥下障害看護
認定看護師を含む）、言語聴覚士、管理栄養士、歯
科衛生士、理学療法士、作業療法士で構成され、定
期的に学習会、研修会を開き、知識の向上と実践に
つなげることを目標としています。

精神科リエゾンチーム
平成 29 年 5 月より活動が開始となった新しいチー
ムです。
精神科医、認知症看護認定看護師、臨床心理士、精
神保健福祉士で構成されたチームです。入院患者さ
まの精神的問題に対して、医師や看護師と協働し、
患者さまへ精神的ケアを行います。そして普段から
患者さまの精神面を支えている医療スタッフのサ
ポートをしています。

排尿ケアチーム
「入院患者さまの尿道留置カテーテルを 1 日でも早
く抜去し、尿路感染を防止するとともに排尿自立の
方向に導くこと」を目的に排尿自立の指導を行って
います。メンバーは泌尿器科医師、認定看護師、病
棟リンクナース、理学療法士から成り、週１回のチー
ムによるラウンドを実施しています。

NST 栄養サポートチームの回診の様子

チーム医療で情報共有し  みんなの愛で救います
専門性を活かした 8 つの医療チームが活動しています
それぞれのチームが回診（ラウンド）し、患者さまへ積極的に関わります
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良質で安全な医療の提供

1,190 件
（2023年度　迅速対応チーム介入件数）

266 件
（2023年度　介入依頼件数）

患者さまの安心のために
迅速対応システム（rapid response system：RRS）は、患者さまの急な病状の悪化を未然に防ぐため、迅速に対応する
仕組みです。迅速対応チーム（rapid response team：RRT）のメンバーは、救急医療や集中治療に精通した専門医や看
護師により構成されています。
血圧や体温、心拍数、呼吸数などの数値から算出された早期警戒スコアを監視し、必要な患者さまのもとに迅速対応チー
ムが赴き、担当している医師や看護師と共に早期介入を開始します。また、病棟からの介入依頼にも対応しており、総介
入数のうち、約２割は病棟からの相談です。 
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「患者さまの声シート」
ご来院された皆さまから幅広くご意見をいただく場として「患者さ
まの声シート」を各階に提示しています。いただいたご意見は、毎
週とりまとめ、報告し、改善策を検討し対応しております。

「患者さま満足度調査」
毎年、入院・外来の患者さまにご協力いただき、「患者様満足度調査」
を実施しております。

「人」に関する項目は同規模の病院より群を抜いて点数が高く、こ
れも接遇研修を行う等、職員の接遇力向上に取り組んだ結果の現
れだと思われます。引き続きサービス向上に取り組んでいきます。

「医療安全・感染管理」
良質で安全な医療の提供のために、院内で起きたインシデント事
例の再発防止に向け、システム改善やマニュアルを遵守した行動
を徹底するように多職種でカンファレンスしています。
院内感染対策チーム （ICT）を中心にタイムリーに介入し、現場の
教育、啓発を行っています。

「病院機能評価」
当院では「病院機能評価」を平成 30 年 9 月に受審し、平成
31 年 1 月 4 日付で一般病院２< ３rdG：Ver.2.0> 及び付加
機能 救急医療機能 Ver.2.0 の認定証をいただきました。
平成 26 年の受審より、当院にとっては初めての更新となり
ましたが、一年かけてケアプロセスを磨き上げ、私達が最も
力を入れている、救急医療、安全管理、感染管理について高
い評価を受けました。
病院機能評価の本質は「改善プログラム」です。職場の問題
を定期的に評価し、今後も改善のために定期的な取り組みを
継続、より良質で安全な医療を目指していきたいと思います。 病院機能評価＜3rdG:Ver.2.0＞

機能種別：一般病院
付加機能評価

（救急医療機能 Ver.2.0）

患者さまに寄り添い  愛される病院を目指します
熊本医療センターでは、良質で安全な医療の提供を実現するために、
患者さまの目線に立ったサービスの提供に努めています
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最新の施設と設備を活用し
専門性の高い医療を提供します

最新の知識・医療技術と礼節
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薬剤部　注射薬自動払い出しシステム
（注射薬ピッキングマシーン）

臨床検査科
超音波検査センター

臨床検査科：MALDI Biotyper
最新型質量分析計

血液浄化センター 20 床

血管撮影装置

放射線治療装置 核医学検査  SPECT 装置 トモシンセシス機能付き乳房撮影装置

CT装置 256列 MDCT（デュアルエナジー）

MRI 装置  ３テスラ

CT装置 128列 MDCT（デュアルエナジー）

MRI 装置  1.5 テスラ

画像診断・治療センター

泌尿器科：腎凍結療法
（クライオセラピー：Cryotherapy）
腎臓がんの腫瘍を凍結してがん細胞
を破壊する治療装置
身体への負担が少ない低侵襲治療
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私たち国立病院機構は

国民一人ひとりの健康と我が国の医療の向上のために

たゆまぬ意識改革を行い、健全な経営のもとに

患者さんの目線に立って懇切丁寧に医療を提供し

質の高い臨床研究、教育研修の推進につとめます

全国に 140 病院、日本最大の病院グループです。
国民の健康を守るため、高度先進的な医療や災害、難病等への医療など、
国として取り組まなければ政策医療を担うと共に地域のニーズに応じた
医療を展開し、地域包括ケアシステムの構築に貢献しています。

140病院

病院数

49,925床

病床数 職員数

約64,000名
令和５年４月１日現在令和５年４月１日現在
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2018 年４月開催
市民公開講座：課外授業「転びにくい身体をつくる

『ちょいトレ』」の１コマ

「市民公開講座」
地域の一般市民の方に向けて、医療の正しい知識をお伝えし、豊か
な毎日を送っていただきたいという思いから市民公開講座を開始し
ました。毎月テーマを定めて（年間で全 12 回）無料で講座を開催
しています。講座は事前の申し込みが不必要であり受講したいと
思った時に気軽に受講することができます。現在まで約 3,000 人
の方々が受講されました。

「出前講座」
地域の皆様の健康づくり支援を目的として地域に出向いて講座を開
催しています。ケアセンター、市役所、消防本部、教育委員会、高
等学校、PTA、老人会などの自治体や団体からお申し込みいただき、2014 年から現在まで、計 34 回の講座を行っています。

年間行事

開かれた病院を目指して

当院では「地域に開かれた病院」の一環として、様々な取組みを行っています
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院内保育園「二の丸保育園」
病院敷地内に保育園が併設されてお
り、職員が安心して働くことができ
ます。保育園では「育つ力」を育
てるという基本保育方針を元に、安
全と信頼に満ちた環境の中、愛情を
もって保育を行います。裸足保育、健康給食、他

病児・病後児保育室「こぐま」
平成 26 年 12 月、院内に開設。
子どもが病気になると、保育園での
保育が困難となり、勤務に出られな
いことが度々発生します。そんな時
に安心して働くことができるように
と開設されました。

子育て支援事業

宿舎支援事業

「看護師マンション」
平成 26 年 5 月に看護師
宿舎が完成しました。 「研修医宿舎Ａ」 「研修医宿舎Ｂ」

全職種参加行事はチーム医療の原点です

福利厚生 安心して働くことができる病院を目指します
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